
転入、転出の分析報告

１．窓口調査アンケートによる分析（転出入の要因）

２．住民基本台帳移動報告による分析
　　（転出入者数の推移）
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分析①：企業等の転勤の減少が、長期的な転入者の減少に影響
分析②：新卒採用に係る転出入の急激な悪化
分析③：若年層において一定の割合で転職の動き
　　　　 ：中山間へのUターン転職悪化の可能性

参考資料３ 令和７年11月12日

第１回創造戦略推進委員会



窓口調査アンケートによる分析①

○転入要因として多いものは
　①転勤(34.3%) ②転職(19.9%)③学業(16.5%) ④就職(14.8%)

○転出要因として多いものは
　①就職(30.%)  ②転勤(24.9%)③学業(18.9%) ④転職(17.2%)

○転入・転出ともに、20～24歳の区分の移動の割合が最も高い

○転入・転出ともに、男性は転勤のウエイトが高い
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【アンケート概要】
調査期間：令和７年３月17日（月）～４月14日（月）
調査方法：全市町村に協力を依頼し、窓口調査とＷｅｂ調査を併用で調査
サンプル数：1,841件［県外転入：522件、県外転出：454件、県内転入：481件、県内転出：384件］※　同伴者(276人）は含まない

20～24歳20～24歳
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窓口調査アンケートによる分析②
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【転入】 【転出】

【20～24歳】
・就職による移動者が多い
・転職による移動も一定割合存在
　⇒若年層の流動性が高い

【25∼29歳、30∼34歳共通】
・転勤、転職による移動者が多い
・男性は転勤が過半を占める
・女性は比較的転職の割合が高い

3



住基台帳による分析① 転出入の傾向（県全体）
【転入】
・10年間で減少数が最も大きい年齢区分は30～34歳、
　次いで０～４歳（表外）、25～29歳
・直近１年間で20～24歳の転入者が大きく減少
　（各歳別では22歳）
・全体の転入者数が減少する中、15～19歳は一定数をキープ

【転出】
・10年間で転出者の総数は減少しているが、20～24歳
　は増加
・直近１年間で20～24歳の転出者が大きく増加
　（各歳別では22歳）

住民基本台帳移動報告より（日本人のみ）

【社会増減】
・特に直近１年では、20～24歳について、転入が大幅に減少、転出が大幅に増加しており、社会減が悪化
　都市部の雇用環境の改善を背景に、県内での新卒就職が大きく減っている可能性が高い

総数 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳

2014年 9,018 661 1,542 1,448 1,083 11,197 1,167 2,815 1,608 1,132 △ 2,179 △ 506 △ 1,273 △ 160 △ 49

2019年 8,513 635 1,598 1,259 988 11,096 1,179 3,074 1,490 1,021 △ 2,583 △ 544 △ 1,476 △ 231 △ 33

2023年 8,278 678 1,610 1,255 786 10,309 1,117 2,962 1,548 869 △ 2,031 △ 439 △ 1,352 △ 293 △ 83

2024年 7,513 666 1,447 1,154 717 10,682 1,092 3,089 1,555 879 △ 3,169 △ 426 △ 1,642 △ 401 △ 162

2014→
2024

△ 1,505 5 △ 95 △ 294 △ 366 △ 515 △ 75 274 △ 53 △ 253 △ 990 80 △ 369 △ 241 △ 113

2019→
2024

△ 1,000 31 △ 151 △ 105 △ 271 △ 414 △ 87 15 65 △ 142 △ 586 118 △ 166 △ 170 △ 129

2023→
2024

△ 765 △ 12 △ 163 △ 101 △ 69 373 △ 25 127 7 10 △ 1,138 13 △ 290 △ 108 △ 79

転入 転出 社会増減

4

※１

※１

※２

※２

※３

※３

※４

※４

※５

※５

【県内３大学の就職状況】　
2023年卒：県内就職 429人　県外就職 1,034人
2024年卒：県内就職 376人　県外就職 1,067人

【県外大学出身者の県内就職状況】　
2023年卒：574人　
2024年卒：517人

【出身都道府県に就職を希望する割合】　
出典：大学生Ｕターン・地元就職に関する調査（マイナビ）
地元進学：74.9%(2016卒)⇒74.1%(2024卒)⇒68.1%(2026卒)
地元外進学：35.1%(2016卒)⇒33.5%(2024卒)⇒27.6%(2026卒)



住基台帳による分析② 地域別の傾向
【転入】
・直近１年で見ると20～24歳の減は高知市の影響が
　大きい
　⇒高知市の企業での新卒採用力が弱まっている可能性
・高知市以外では、15～19歳の年代で増加している市町
　村も存在（表外）
　⇒学校（大学、みらい留学）の影響と推測
・30～34歳の減は高知市以外でより大きい
　⇒Ｕターン（転職・転勤）の動きが弱くなっている可能性

【転出】
・直近１年間で見ると、高知市以外での増加が大きく、
　特に20～24歳で増加が顕著
　⇒高知市以外のキャンパスの大学生が就職先に県外
　　 を選ぶ傾向が強まっている可能性
・25～29歳の転出は、高知市以外での増加が大きい
　⇒中山間地域の人が転職する際に県外を選ぶ傾向　
　　　が強まっている可能性

住民基本台帳移動報告より（日本人のみ） 5

総数 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 20～24歳 25～29歳 30～34歳

2019年 4,638 844 709 540 6,203 1,578 887 620 △ 1,565 △ 734 △ 178 △ 80

2023年 4,466 905 719 423 5,783 1,595 949 494 △ 1,317 △ 690 △ 230 △ 71

2024年 4,086 784 673 410 5,927 1,612 906 535 △ 1,841 △ 828 △ 233 △ 125

2019→
2024

△ 552 △ 60 △ 36 △ 130 △ 276 34 19 △ 85 △ 276 △ 94 △ 55 △ 45

2023→
2024

△ 380 △ 121 △ 46 △ 13 144 17 △ 43 41 △ 524 △ 138 △ 3 △ 54

2019年 3,875 754 550 448 4,893 1,496 603 401 △ 1,018 △ 742 △ 53 47

2023年 3,812 705 536 363 4,526 1,367 599 375 △ 714 △ 662 △ 63 △ 12

2024年 3,427 663 481 307 4,755 1,477 649 344 △ 1,328 △ 814 △ 168 △ 37

2019→
2024

△ 448 △ 91 △ 69 △ 141 △ 138 △ 19 46 △ 57 △ 310 △ 72 △ 115 △ 84

2023→
2024

△ 385 △ 42 △ 55 △ 56 229 110 50 △ 31 △ 614 △ 152 △ 105 △ 25

転入 転出 社会増減

高知市

高知市
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総数 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳

2014年 5,117 413 911 773 563 6,032 755 1,455 841 560 △ 915 △ 342 △ 544 △ 68 3

2019年 4,853 385 891 691 537 5,976 715 1,566 804 545 △ 1,123 △ 330 △ 675 △ 113 △ 8

2023年 4,814 426 953 674 448 5,505 609 1,481 859 492 △ 691 △ 183 △ 528 △ 185 △ 44

2024年 4,473 434 884 649 401 5,813 661 1,663 855 467 △ 1,340 △ 227 △ 779 △ 206 △ 66

2014→
2024

△ 644 21 △ 27 △ 124 △ 162 △ 219 △ 94 208 14 △ 93 △ 425 115 △ 235 △ 138 △ 69

2019→
2024

△ 380 49 △ 7 △ 42 △ 136 △ 163 △ 54 97 51 △ 78 △ 217 103 △ 104 △ 93 △ 58

2023→
2024

△ 341 8 △ 69 △ 25 △ 47 308 52 182 △ 4 △ 25 △ 649 △ 44 △ 251 △ 21 △ 22

2014年 3,901 248 631 675 520 5,165 412 1,360 767 572 △ 1,264 △ 164 △ 729 △ 92 △ 52

2019年 3,660 250 707 568 451 5,120 464 1,508 686 476 △ 1,460 △ 214 △ 801 △ 118 △ 25

2023年 3,464 252 657 581 338 4,804 508 1,481 689 377 △ 1,340 △ 256 △ 824 △ 108 △ 39

2024年 3,040 232 563 505 316 4,869 431 1,426 700 412 △ 1,829 △ 199 △ 863 △ 195 △ 96

2014→
2024

△ 861 △ 16 △ 68 △ 170 △ 204 △ 296 19 66 △ 67 △ 160 △ 565 △ 35 △ 134 △ 103 △ 44

2019→
2024

△ 620 △ 18 △ 144 △ 63 △ 135 △ 251 △ 33 △ 82 14 △ 64 △ 369 15 △ 62 △ 77 △ 71

2023→
2024

△ 424 △ 20 △ 94 △ 76 △ 22 65 △ 77 △ 55 11 35 △ 489 57 △ 39 △ 87 △ 57

転入 転出 社会増減

男性

女性

住基台帳による分析③ 男女別の傾向
【分析】
・20～24歳の移動について、転入は女性が減少、転出は男性が増加の傾向が大きい
 　 ⇒　この年代の社会減は女性の方が大きいが、男性の方が直近の悪化の幅が大きい 
・30～34歳については、男女ともに長期的にみると転入が減少

住民基本台帳移動報告より（日本人のみ） 6
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住基台帳による分析④ 地域・男女別の傾向

住民基本台帳移動報告より（日本人のみ）

【分析】 
・高知市（特に男性）は、中期的に見ると転出・転入ともに減っている　
　　　　　　　⇒　転勤減の影響が考えられる

・高知市以外では、男性の25∼34歳の転入減が大きい。
　　　　　　　⇒　特に男性の中山間地域へのUターン転職等が減った可能性

・高知市以外では、男女ともに直近１年の転出が増加
　　　　　　　⇒　転職により中山間地域の若年層が県外に流出している可能性
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総数 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 20～24歳 25～29歳 30～34歳 総数 20～24歳 25～29歳 30～34歳

2019年 2,624 454 409 290 2,014 390 300 250 3,380 794 487 343 2,823 784 400 277

2023年 2,550 532 371 245 1,916 373 348 178 3,066 794 507 281 2,717 801 442 213

2024年 2,389 481 378 237 1,697 303 295 173 3,190 852 483 280 2,737 760 423 255

2019→
2024

△ 235 27 △ 31 △ 53 △ 317 △ 87 △ 5 △ 77 △ 190 58 △ 4 △ 63 △ 86 △ 24 23 △ 22

2023→
2024

△ 161 △ 51 7 △ 8 △ 219 △ 70 △ 53 △ 5 124 58 △ 24 △ 1 20 △ 41 △ 19 42

2019年 2,229 437 282 247 1,646 317 268 201 2,596 772 317 202 2,297 724 286 199

2023年 2,264 421 303 203 1,548 284 233 160 2,439 687 352 211 2,087 680 247 164

2024年 2,084 403 271 164 1,343 260 210 143 2,623 811 372 187 2,132 666 277 157

2019→
2024

△ 145 △ 34 △ 11 △ 83 △ 303 △ 57 △ 58 △ 58 27 39 55 △ 15 △ 165 △ 58 △ 9 △ 42

2023→
2024

△ 180 △ 18 △ 32 △ 39 △ 205 △ 24 △ 23 △ 17 184 124 20 △ 24 45 △ 14 30 △ 7

転入（男） 転入（女） 転出（男） 転出（女）

高知市

高知市
以外

※１ ※１

※２
※３※３

【高知県内の拠点の全国転勤を伴う人員】　
出典：全国転勤に係る企業アンケート調査（高知県）
この10年で減少：10社/15社

【ハローワークを通じた他県からの転職者数】　
出典：高知労働局から個別に提供
2019年度　134人⇒2024年度　101人

【年代別正社員の直近1年間の転職率】　
出典：転職動向調査2025年版（2024年実績）（マイナビ）
20代男性：13.4% 20代女性:11.3%
30代男性：  9.5% 30代女性:  6.4%

【3年以内離職率（2021年３月卒業）】　
出典：厚生労働省データ
　38.4%（前年比＋1.4）※3



出典：【転入者数】住民基本台帳人口移動報告（総務省）、【移住者数】高知県調べ
※１　国内移動者のみ（外国人を含む）　※２　県内移動は含まない　※３　年齢不詳込み
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・移住者数が右肩上がりに増加する一方で、転入者数は減少傾向
→要因として、移住の窓口を通らない転入者数の減少が考えられる
　 移住の窓口を通らない転入者＝転勤、新卒就職、進学、Uターン就職など
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